
レドックス機能を観る新技術の開発と応用         

キーワード［ 生物ラジカル，生体計測用ESR，酸化還元 ］     准教授  伊藤 智博  

内容:  

   活性酸素を始めとするフリーラジカル（生物ラジカル）が、生理的

現象に深く関わっていることが明らかになるにつれ、生体内で発生

する生物ラジカルやそれによって影響を受ける生体機能を観測す

るための計測技術が切望されています。 

   私どもは、世界に先駆けて生体を生きたままの状態で測定するこ

とができる電子スピン共鳴（ESR）法の開発を行い、この方法を動物

や植物に応用し、生物ラジカルが関与する生体内の酸化還元（レ

ドックス）状態変化のリアルタイム観測を行っています。とくに、スト

レスを負荷した生体のストレス応答機構の解明および工業材料を

測定対象としたフリーラジカルの計測法の開発が最近の研究目的

です。 

 

活性酸素と反応するス
ピン試薬の時系列測定
から、生体内レドック
ス状態の情報をリアル
タイムで得ることがで
きます。 

In vivo ESR 時空間計測システム 

- 2

3

8

1 3

1 8

0 3 0 6 0 9 0 1 2 0 1 5 0 1 8 0 2 1 0

時 間 / 分

温
度

/
o
C

信
号

面
積

 /
任

意

1

2

3

4

5

6

7低 温 処 理

― 花 芽 の 温 度

○ 信 号 面 積

- 2

3

8

1 3

1 8

0 3 0 6 0 9 0 1 2 0 1 5 0 1 8 0 2 1 0

時 間 / 分

温
度

/
o
C

信
号

面
積

 /
任

意

1

2

3

4

5

6

7低 温 処 理

― 花 芽 の 温 度

○ 信 号 面 積

空 心 コ イ ル 型 電 磁 石 （ 米 沢 電 線 製 ）

ル ー プ ・ ギ ャ ッ プ 共 振 器

3 0 0 g  ラ ッ ト

空 心 コ イ ル 型 電 磁 石 （ 米 沢 電 線 製 ）

ル ー プ ・ ギ ャ ッ プ 共 振 器

3 0 0 g  ラ ッ ト

左図の時系列画像は、
ラット頭部における投与
スピン試薬の分布とその
時間変化を示したもので
あり、生体内レドックス
状態変化を捉えたもの
です。 

オウトウ花芽を低温処理
したところ、温度が上昇
に転じたところで、酸化
状態に移行することが分
りました。冷却ストレス耐
性個体の育種への応用
が期待されます。 
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